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In this research, we propose a consumer generated comparison table system named 
“Wikiparison.”　With the help of user’s collective intelligence, our system collects and restructures 
distributed Web information into a simple table format so that user can compare various data.　Our 
Wikiparison system manages compared data in the form of a triple {Item, Key, Value}, which can 
be translated into RDF triple.　This means that our system can share stored data as linked data.　
This paper describes the implementation and its result of our system.　
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1.　は じ め に

情報発信の簡易化に伴い，大量のデータがウェブ上に蓄積され続けている。これらの情報にアクセ
スすることも容易になっている反面，その中から個々の最新データを的確に抜き出し比較をすること
は困難といえる。これは情報を掲載する行為が多種多様であることと，そうして公開される情報に多
くのノイズが含まれていることが主な原因だと考えられる。そこで我々はあらゆる情報を不特定多数
のユーザが同一フォーマットで編集，作成することで情報の構造化と比較を可能にするウェブサービ
ス，共同編集型比較表サービスWikiparisonを提案，実装した（図 1）。

Wikiparisonはあらゆる分野の比較表をユーザが簡単に作成ならびに共同編集可能な CGM型ウェブ
サービスである。Wikipediaのようにユーザが共同編集を行うことにより，各個人が持つ情報を効率よ
く集約し，表形式での構造化を可能とする。本稿では情報を表形式にまとめ，構造化することで情報
を効率的に収集し比較するために，共同編集型比較表を提案する。また，Wikiparison内のデータの再
利用を可能としたトランスクルード機能の活用とその効果，考察をし，特に近年のウェブ研究におけ
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る潮流である Linked Dataとの関連について検討する。

2.　共同編集型比較表

2.1　比較表形式の表現
複数の情報を見通しよく対比する目的で，比較表形式は有用な表現手段のひとつである。図表や図

解の効果はライティングやプレゼンテーション手法の領域でも重要視されている通りであるが，特に
表表現に関しては，項目間のデータやその特性の共通性や差異を比較したり，特性の存在や不在を可
視化したりする利点が指摘されている（Editage ［2012］）。また教育心理学の領域においても，表を始
めとする図表が理解を促進ことが報告されている（Hawk ［1986］）。オンラインにおける情報収集にお
いても，表形式の表現は情報の理解を助けるものと考えられる。
しかし現在のウェブにおいて，自分が欲している情報がひとつに纏まっていること，ならびにそれ

らがユーザにとって見やすい形式で存在していることは少ない。ネット通販大手のAmazonにおいて
も，販売している企業ごとに載せている情報が異なることで商品の比較を行うには複数ウィンドウを
立ち上げる必要があり，必ずしも商品のスペックが見比べやすい形式で存在している訳ではない。ま
たそのスペックもサイトや商品によって記述項目が共通していなかったり，レビューやユーザレー
ティングなどの主観的なデータと入り混じって提示されたりする。サイト間で記述項目ばかりでなく，
ページレイアウトや文字修飾も異なるため，見比べるのに手間のかかる場合が多い。これらの問題は，
（1）情報源が複数のウェブページやウェブサイトにまたがるというデータの分散性の問題，（2）比較
対象データ間の項目の不一致による対比の困難さの問題の 2点に集約できる。
そこで本研究では，複数の事象に関するデータをひとつの比較表にまとめることで，これらの問題

を解決することを狙う。
複数情報を比較表形式に統合し提供するに当たって考えられる課題として，最初の情報収集の手間

図 1　Wikiparisonのトップページ画面
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と，一度集まった情報の鮮度ならびに精度の維持管理が挙げられる。この課題に対して我々は，集合
知を活用するアプローチを取る。

2.2　共同編集データソース
現在比較サイトとしては「価格.com」，「比較.com」や，「ベストゲート」等があげられるが，これら
のサイトでは製品をピックアップして価格やスペックを比較することしかできない。欲しい情報が存
在していない場合や間違った製品データを発見した時に，ユーザは情報の追加や修正を行うことがで
きないため，ウェブサイトを管理者が情報を更新するのを待つか，他のサイトを利用する他にないと
いうのが現状である。また，掲載される情報に関してはパソコンやテレビ，カメラなどの家電量販店
で取り扱うような製品のカテゴリは充実しているが，エナジードリンクのようなニッチなカテゴリや，
関連性の少ない製品同士を比較したい場合には不向きである。
多数の編集ユーザが興味のある情報を持ち寄って集めることで，多くの閲覧ユーザが欲する情報を

網羅すること，誤った情報や古くなった情報を適時修正，更新していくことが期待できる。多くの
CGMサイトに共通するアプローチであるが，オンライン百科事典におけるWikipediaのように，公共
性の高い情報の集約において一定の質の担保を狙う。

Eto ［2012］は，ユーザが共同でデータを追加，編集する集合知データベースWedataを構築した。
Wedataではユーザがウェブアプリケーションで利用するデータスキーマを定義し，データの追加，更
新，ならびに取得を行うことができる。共同編集データベースの構築，運用という観点で本研究と共
通するが，より汎用的なデータソースとなるWedataに対し，Wikiparisonは情報の比較に特化する点，
特にそのためのユーザインタフェースを提供する点で目的を異にする。

2.3　ウェブ上のデータの構造化
Wikiparisonのもうひとつの狙いは，ユーザの手によるウェブ上のデータの構造化である。ユーザが

分散する複数の情報源を参照してWikiparison上にまとめることで，多様なデータを検索性や再利用性
の高い状態で蓄積することができる。

Wikiparisonのデータ構造を図 2に示す。Item（アイテム），Key（キー），Value（バリュー）の 3つ
の値を組にして使用する。アイテムとは比較される値のことをいい，iPhone，ライオン，りんごなど

図 2　Wikiparisonにおける比較表のデータ構造
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といった具体的な比較する対象を表している。それに対しキーは，重さ，寿命，高さなどのようにア
イテム同士を比較するときの属性，比較項目を表している。そしてアイテムが各キーに持つ実際の値
をバリューと呼ぶ。例えばアイテム「ライオン」に対する「平均寿命」というキーのバリューは「10
～15年」となる。Wikiparisonにおける比較表とはアイテムとそのアイテムの持つデータ（Item，Key，
Value）を複数，表形式でまとめたもののことである。
これらのデータは，Itemを主語，Keyを述語，Valueを目的語と読むことで RDFのトリプル（W3C

［1999］）に変換して扱うことができるため，提案システムにおいて蓄積されるデータをリンクトデー
タ（Heath ［2011］）として共有可能である。

2.4　トランスクルード
Wikiparisonにおいて，情報はアイテム単位で蓄積され，複数の比較表に同一のアイテムを埋め込む

ことが可能である。過去に蓄積されたデータを再利用することで新規の比較表作成時に情報入力を支
援するとともに，アイテムに対する情報更新を複数比較表に渡って反映させることができる。

1960年にテッド・ネルソンによって提唱された Xanadu計画では複数に分かれたページの一部を双
方向に同期する機能が提案され，これはトランスクルードと名づけられた（Nelson ［1981］）。本機能は
それに倣いトランスクルード機能と呼ぶ。
トランスクルード機能により情報を分断させることなくサービス全体での更新を反映させる。この

ことはWikiparison内部でのデータの管理における利点に加え，同一の Itemを一元的に扱うため，同
一の主語に一意の URIを振ってリソースとして扱う Linked Dataとの親和性を高めている。

3.　Wikiparisonの実装

WikiparisonではWikipediaなどに見られる共同編集型でのデータ収集法を採用することで古いもし
くは間違った情報をリアルタイムに更新・削除する。個人のブログやサイトに掲載されるデータはそ
のコンテンツを運用する管理人にのみ編集権限が与えられているため，たとえ古くなっていることや
間違っていることに気づいた閲覧ユーザがいても情報を更新・削除することができなかった。Wikip-
arisonにおいては管理者のみならず不特定多数のユーザに編集権限を与えることで常にデータを最新
状態に保つことを可能とする。
共同編集では編集者独自の解釈で記述される方式であることから，情報更新が行われたとしても

ページによって比較要素（特にアイテム・キー）の記述形式の差異が原因で発生する情報の分断化が
問題視される。この差異をなくすため，まず既存の比較要素をそのまま使うよう編集者に促しユーザ
の入力支援（サジェスト機能）を行う。内部処理としては，比較要素は文字列で保存するため，入力
された文字列がMySQL上に保存される比較要素と完全一致するかどうかで引用の有無を決定してい
る。引用有と判定されれば，新しくデータ追加を行わず，そのMySQL上のデータと作成された比較
表ページを紐づける。その結果，引用された比較要素が編集された場合はその比較要素が使われてい
る全ページに更新内容が適応される。引用はあくまで文字列の完全一致の場合のみであるため，表記
や表現の違いを判定することはできないが，これにより双方向引用（トランスクルード）が可能となる。

Wikiparisonは，主に比較表の作成・表示・編集の 3つの機能を備える。作成機能では，比較表のタ
イトル及びその表の説明文，アイテムを行に，キーを列とした表を作成することが可能である。また
行となる各アイテムには画像を添付することも可能である。さらに他の表計算アプリケーション等で
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作成した表を流用できるよう，CSV形式のファイルをインポートする機能も設ける。表示機能では，
作成機能によって作られた表を表示して閲覧することが可能である（図 3）。また，表示機能と平行し
て In-place Editorにより各アイテム・キー・バリューを編集する機能を備える（図 4）。表内の特定の

図 3　比較表画面

図 4　編集画面
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アイテムを比較したい場合は検索機能によるフィルタリングや，キーによる比較順序を切り替える
ソート機能が比較表表示画面内で利用可能である。

4.　運 用 結 果

4.1　基礎データ
構築したWikiparisonシステムを 2013年 4月 12日からおよそ 1年間に渡り運用を行った。このうち

2013年 12月 22日までのアクセスは，総ページビュー数（PV）が 53,407件，訪問者数は 15,327名，
このうち編集を行ったユーザは 151名であった。
作成された比較表は 195件，含まれる総アイテム数は 3,658件であった。キーの種類は 998件あり，

バリューのデータ数は 50,631件である。

4.2　記述されたデータの特徴
ひとつの比較表に含まれるアイテム数に基いて比較表を計数した分布を図 5に示す。比較表中にア
イテムを 1つだけ含むものが 1件，2件のアイテムを含む比較表が 21件，3件のアイテムを含む比較
表は 16件というように，1アイテムのものを例外としながらもアイテム数が少ない比較表の方が多い
傾向にある。最もアイテム数が多い比較表には 842個のアイテムが含まれていた。
また，アイテム当たりのキーの数は， 1～61個であり，最頻値は 22の 842件であった。上記の最多
アイテム数の比較表に含まれるアイテムのキーの数が共通で 22件であり，これがこのまま最頻となっ
た。
バリューは自由記述であり，データ上は textとして保存されるが，実際にはこの欄に数値データが

記述されることが散見された。バリューの内容を簡易なパターンマッチにより分析を行ったところ，
全 50,631件中の 15,943件（31.5%）が数値データであった。ここで数値データには，数値のみでなく，
単位付きの数値や数値の範囲（「-」や「～」で結ばれた 2つの数値）を含む。

図 5　比較表当たりのアイテム数の分布
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4.3　共同編集状況
次に，ひとつの比較表の編集に携わった編集者の人数を計数した。参加編集者の分布を図 6に示す。

1名の編集者ですべてを記述した比較表が 70件，2名の編集者によって共同編集された比較表が 82
件であった。単独編集の比較表は全体の 35.9%である。

4.4　比較表間での共通アイテム
全 3,658アイテムの内，複数の比較表に用いられたアイテムは 318件であった。

5.　議　　　論

運用中に作成された比較表の 6割超が複数名のユーザによる共同編集によるものであった。このこ
とから共同編集というスタイルが一定程度ユーザのデータ作成を支援したものと推測できる。
データの再利用を通じデータ作成を助ける目的であったトランスクルード機能は，利用頻度が低い

ように考えられる。これは，まだWikiparisonがサービスの初期段階にあり，全体のデータ量が多くな
いことにより，新しい表に使い回せる情報も多くないという点に理由があると考えられる。
本研究では比較表構築のための共同編集機能，ならびにこれを助けるトランスクルード機能の予備

的な分析を行ったが，比較表という形式によって比較を行うこと自体の効果は確かめられていない。
これらは今後の課題である。
提案システムでは， Item，Key，Valueの 3つ組による情報表現によりデータを収集した。この構造は，

リソース IDとして Itemの URIを定義すると，比較表内のデータを Itemを主語，Keyを述語，Value
を目的語に対応づけることで，データ構造を維持して RDF形式に変換することが可能である。本稿
の扱う範囲においてはこのような実装は行っていないが，外部データソースとの接続やその応用にも
提案システムの発展性があることを示している。

Linked Dataの拡充を目的とした取り組みは数多く，表形式の統計資料などを RDF化して共有する

図 6　比較表当たりの編集人数の分布
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Linked Open Dataもそのアプローチのひとつである。本サービスは行政などによるトップダウン的な
データ構築とは一線を画し，ユーザ主導によって数値データを整理し，蓄積，共有することで Linked 
Dataにも貢献できると考える。
ただしこのためにはいくつかの課題がある。
まず Valueに記述されるデータが現在の実装においては書式フリーのテキスト形式であるため，同
じ数値データでも編集者によって記載方法が異なる場合がある。これらを統一するような処理系，も
しくはユーザの入力に制約をかけるような UIが求められる。しかしこのことは同時に，ユーザが気
軽に自身の手により比較表を作成できるというサービスの思想に反する。適切なバランスでのルール
作りが必要である。
第二に，Linked Dataの文脈におけるデータ記述の前提には， 無矛盾であることが暗黙に求められて
いる。RDFでの記載により，提案サービス内のみならず外部のデータソースとも Keyと Valueが共有
されるが，これらが相互に矛盾する値を持つ場合，データが破綻する。Wikiparisonの編集者には，
Wikipedia同様の客観性を求める編集指針を提示することも考えられるが，一方で推論時に文脈を考慮
することで矛盾を許容するようなアプローチもありうると考えている。提案システム上においては，
3つ組は RDFとしてではなく表として記述される。このことは，表自体が文脈を形成することを意味
する。比較表のタイトルや更新日時，編集者などのプロパティがこのリソースのコンテクストとなる
だろう。これを考慮した推論機構は今後の研究課題である。

6.　お わ り に

本研究では，分散したウェブ情報を，集合知を用いて構造化し収集することで，あらゆるウェブデー
タの比較をしやすくすることを目的に，共同編集型比較表システムWikiparisonを提案した。本稿では
Wikiparisonシステムを構築し，運用した結果を報告した。またこのシステムの Linked Dataへの貢献の
可能性を検討した。
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